























































































る。何でも簡単に「知る」ことができ、部屋にいな ら「世界」に出いくこ ができ、名も顔も知らぬ多数の「友人」とつながることができる、と思っている。しかし、果たしてそうな か。そうした機器を介して「知る」ことは本当に「知る」ことなのか。 ってるというのは本当か。そのつながりはどのよう 関係性なのか。それがほんとうの「つながり」ではな 、という は自明である。「接触」を介していない だから。しかし、ヴァーチャル 肥大して、アクチュアルな領域にあ リアルなものがどんどん縮小している現代においては、リアルとヴァーチャ 錯綜 、私たちはそれらを混同し 錯覚してしまう。そ 、 リア 」なものを欠いた人間とそ 世界 さまざまな問題が生じているといえるだろう だ。多く 問題は、ここに淵源するといっても過言ではない。
 
この減少している「リアル」なもののひとつに「身体性」がある。し
かし、「身体的であること」がそ まま「リアル」とも えな 、という点に注意をし おこ なぜならば 統制され加工され鋳型にはめ込まれ易いのもまた「身体」であり、それは「リアル からは遠い「身体」であると考えるからである。では、「リアル」な身体と ど ような




に、何か問題はない か、という疑問である。そこには経済優先 効率主義、成果主義、競争社会 管理社会…などが席巻し、「グローバル化」を発信する側の世界に そ、人間がさまざ な側面で疎外されているという大きな問題があるのでは いか、ということに注意しておかなければならないだろう。
 
グローバル化する世界の今にはこのような問題が潜んでいる。その上
で、グローバル化という趨勢を無条件に肯定し受け入れることは たして望ましい方向 のか。グローバル化を望んでいるのは「誰か」、それは何故か。こうした疑問を持ちながら「グローバリゼーション 伝統スポーツ」を考えるのが私 基本的な立場である。
 
グローバル化‐すなわち情報化社会、移動手段の簡易化、経済 一元















根源的に他の存在が必要であるこ を述べ 。つまり 「私」は、自分（個）のなかに するの はなく、他との「関係性」の中に存在すると言った。人間は、「自」と「他」との関係性の中、 えればその
 「あわい」に存在するとすれば、次の問題は、わたしとわたしでないものとの境目、区別は何か、であり さらに、わたしのもっとも外側と他との境目は、何か、そしてそれは、いつ、どのようにして意識されるのか、という問いが生まれる。その問いに答えるために 「接触」「ふれる」ということに注目した。この際に提起したのが 「じか」である。２）
 繰り返しになるが、すこし説明をしておこう。「じか」は、「直」か





ョップでは「じか」を味わういくつ の「からだ体験 を行った。その手始めとして「からだ 流れを感じ セッションをもった。人体解剖に始まる西洋近代医学は、身体を区分しうるも 、 分ける らこそ「分かる」もの、とした。その伝統の中に住むヨーロッパの人々 とて、身体は固体ではない、身体内部はつながり、流れ いる、と ことがらはどのように理解され、実感され得 だろ 。身体は部分 集合体である、とか、身体は意識によって動かしうる、と信じてやまな彼らに って、身体の動きにまかせ、からだ 起っているこ やからだそのものを味わう い 体験 どのように受けとめられるだろう
 
自分のからだの「じか」な感覚を、他者とのふれあいのなかで、それ















るヨーロッパ近代の伝統において、主体（私）が無く る という表現では、その実態や本意を理解することは困難であろうと思われ 。そで、この状態を、主体（私）が無くなる の はなく、自分であるという認識や意識が変容して る、 と考えてみることにした。 つまり 「自意識の変容」という概念を立てて るというわけである。
 
「自意識の変容」という考え方は、まったく新奇な発想というわけで
はない。たとえば、「変性意識状態」という類似の概念がす 諸科学において提起されている。「変性意識状態」と 日常的な意識と 異なる意識状態のこ を指す すなわち、自我を超える すなわちトランスパーソナルな体験 様態やその結果とし 生じる状態 説明されている。
３）
これについては、意識と無意識の問題として、また、意識（自
















































その変容はヨーガの習熟度や経験年数 左右され というよりも、むしろ集中の深さや脱力の程度によるもの 考え れている。シャバ・アーサナでは、別の自分にな こと、別の自分として自分を体験することこのように起こ ことがある。
 
さきほどの瞑想状態から、指導者の声によるリードで、少しずつ「意
識」を自分のからだに向け始める。はじめは足 指を動 すこと、手の指を動かすことなどから、少しずつ自分 らだへ意識をむけ、意識を取り戻しつつ、 ゆっくりと目を開いて覚醒し、 現実の世界に戻ってく 。
 このとき、それまでとは違う新しい身体になっていることに気づく。みずみずしい感覚をそなえた新しい身体である。この経緯を筆者は、次のように理解している。シャバ・アーサナ、すなわちしかばねのポーズによって、文字通り ったん死んで、そして生まれ変わ 目覚める。新しい命を享けて新 い自分を生き始める状態、といってもよい。もちろん、それは死を伴わない。現世においての再生である。
 
ヨーガになにを求めるか、ヨーガの真髄は何か、という問いに答える
のは難しい。しかし、本稿がヨーガからなにを学ぶかといえば、次 ようなことになるだろ か。正 アーサナの完成に執着 ないこと。とくに初学者にとって、完成したアーサナの美しさには大いに魅力を感じるところである。 か 、ヨーガの本来の目的はアーサナの完成にとは思えない。 アーサナのひとつの完成形はたしかに存在する。 そして、アーサナの実行において、あるところまでは意識 集中し、自己 筋肉や呼吸をコントロールしてその完成形 近づこうとする。ここまでは、いわゆる「エクササイズ」と同様かもしれない。しかし、そ 先 ヨーガとエクサ イズとの間にはおおきな隔たりがある。エク サイズ（やトレーニング）では、筋肉にある程度の負荷をかけ、筋肥大や筋力アップを期待し、それに向かって実施されるのに対 て、ヨーガ 実践において重要なのは、アー ナの遂行の過程で生ま てく 自分 感情やこだわりに気づき、それに抗わずそのまま受けとめることだとされ点である。 そこでは判断を求めない。 目的や期待を自らの外に置かない。ヨーガの実践は、無理に一歩先へと前進・向上させよう す 意識を手放すことの練習でもある。また こう なければなら 完成形 執着する意識を手放す練習でもある。静か ゆっくり 意識を集中 て動いていく中で、呼吸によって自然に膨らんだりしぼんだりす らだに気づく。そして がてコントロール ようという意識を手放 、そ自然な呼吸にからだ ゆだねる。このようにして、起こ くる状態に身を任せるとき、「私」は「から ぽ」 なってい 。が しか 、のような「私」もた かに「私」なのである。それは、自意識が変容た状態の「私」といえ だろう。
 
 

















































想像以上に難しいの ある。 顔の表情はどうか 腕はどうなっているか、どこにぶら下げているか、あるいは組んでい のか、手を重ねているのか…など、できる け自然に立とう 考えれば考え ほどどうしてよいかわからなくなってしまう。また、疑わず、迷わず、自信 持って、堂々と、しゃち ばった姿勢で仁王立ちす こ になるかもしれない。
 
竹内は、一人の人間として、ただ、いま、ここに立つ、ということを





が多い。というのも、社会生活において人間はいろいろな役割を担っている。親は親の 子は子としての役割を生きているといっても過言ではない。仕事を持つ人はその職業人としての「仮面」を、当たり前のよう自分にかぶせて行動している。役割を押し付け、また職業の「看板」を掲げて行動している。その役をどう たら まく演じることができるかと、いつも身構え、準備を整えている自分に気づいていない。また、自分への期待や相手からの期待にこたえよう する か によって無意識のうちに身構えている。それが「その場かぎりの役」にすぎないことを忘れて まるで「自分そのもの」であ かのように錯覚し いるその錯覚は、身体に刻み込まれる 筋肉の緊張となり、姿勢（前かがみ、腰をそっている、握りこぶし）や表情（笑顔も）を作っ いく。何かへの「こだわり」はこうして身体に刻まれ「こわばり」 って固定化する。さらには、もの 言い方、考 方、身の処 方、視線、歩き方、声の出し方、声 トーンなど、さまざまな点に沈殿 く 「からっぽ」とはほど遠い状態である。
 
「からっぽ」 に近づくためには この肩書き 役割という看板 下ろしからだに組み込まれたこ ばりや身構えを脱ぎ捨 なければならな 。これは一見簡単そう 見えて非常 難し 。竹内は、こ ら ソクラテスの言を借りて、「ドクサの吟味」と呼ぶ。身体のドクサをまず吟味せよ、そしてそれを疑い、捨てていけと うのであ 。そ さまざまな身体の動きによるレッスンを通し 身体 ドクサを解 ほぐし剥がしていこうとする。こうして これが自分だ 思っている状態（それ過去の自意識であり、思い込 である）にこだわ はなく、その時その時に湧き上がってくる感覚を大切 味わいながら さら た、それにいつまでも拘泥することなく またつぎつぎに捨てていく。そ 繰り返しをとおして、「からっぽ」 なっていこうと試み
 
その具体的なひとつの方法として、たとえば、「からだゆらし」があ
る。二人組みになっ 、互い からだを揺らしあう。こ 「ゆ し」と呼ばれるレッスンに い も だに関する ろ ろな発見‐相手身体をモノのよう 扱ってしまってい 、と 、人に触れるこ に慣
 ていないとか‐があるのだが、今はそれには触れずに先に進もう。この「ゆらし」においては、緊張を解きほぐすということが一つの目的ではある。不必要な緊張のない身体とな
ることはたしかに大切なことではあ
る。そし 解きほぐされた（＝リラックスした）状態になることも大切である。しかしもっと大切なことは、ふたりでそれを行 「体験そのもの」にあるといえるだろう。結果 して解きほぐさ るということが問題なの はなく、重要 のは、相手にから 委ね、相手のからだを受けとめようとしながら、ふたりでからだを委ね受けとめるこ のできる状態へと移行してい ことである。そ 関係性 体験 すなわち、こした触れ合いや託し合いのなかで行われる「存在 やり取 」を体験することが何より重要なこと され のである。ふたりが、この関係性の中でひとつの存在として 、というとき、 こに「個」 いうものは存在していない。それぞれ 「からっぽ」である。
 
この「からっぽ」というのは、ある固定した状態を指す用語ではない。










































のことがいえるだろう。祝祭の場では全存在をかけた、場合によっては命がけの行為が繰り広げられる。蓄積してきた財やエネルギーを年に一度のあるいは四年に一度、七年に一度、その一瞬に使 果 す。そして心機一転、祭りの後 は、また新しい年の じまりを数え 生きはじめるのである。
 
自意識の変容として、新しい自分になること（再生）、からっぽにな





























































































































































nothing / Nichts と表記されることが多いが、外国語
圏でそのように理解されるものは、日本人が「無
 という語によって想
定するも とは、やはり多少の違いはあるだろう。
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